










1 9 5 6 年 3 月
1 9 5 6 年 4 月
1 9 5 7 年 4 月
1 9 諦 年 3 月




1 9 3 2 年 2 月 2 0 日 生
東 京 都
文 学 部 日 本 語 学 科 、 壽 語 学 講 座
学
東 京 教 育 大 学 文 学 部 言 語 学 専 攻 卒 業
同 専 攻 生 ( ] 9 5 7 年 3 月 ま で )
東 京 教 育 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 修 士 課 程 英 文 学 専 攻 入 学
祠 修 了
位
学 位 な し ・ 受 賞 な し
教 授 略 歴
職
歴
1 9 5 9 年 4 月
] 9 6 4 年 2 月
1 9 6 4 年 3 月
1 9 6 9 年 4 月
] 9 7 0 年 4 月
] 9 8 1 年 ] 月
] 9 9 5 年 3 月
天 理 大 学 お や さ と 研 究 所 朝 鮮 班 助 手
同 講 師
韓 国 外 国 語 大 学 日 語 科 専 任 講 師 ( ] 9 6 6 午 3 月 ま で )
天 理 大 学 お や さ と 研 究 所 助 教 授
東 北 火 学 文 学 部 助 教 授 ( 言 語 学 講 座 )
同 數 授
定 年 退 職 ( 予 定 )
所 属 学 会
日 本 言 語 学 会 ( 委 員 ) , 朝 鮮 学 会 ( 幹 事 ・ 編 輯 委 員 )
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2金 根 洙 「 小 倉 進 平 博 士 の 郷 歌 研 究 上 の 位 置 ^ 特 に 郷 歌 解 読 を 中 心 に し て ^
『 朝 鮮 史 研 究 年 報 』  9
1 9 6 6 . 6  1 - 4
諺 文 文 献 史 に お け る 英 ・ 正 時 代 に つ し て 『 朝 鮮 学 報 』 朝 鮮 学 会  4 3
1 - 3 0
訓 民 正 音 に お け る 文 化 の 構 造 と 意 識 に つ し て 『 朝 鮮 学 報 』 朝 鮮 学 会  4 7
1 9 6 8 . 51 - 3 0
吏 読 語 に お け る 用 言 の 基 本 機 造 と そ の 周 辺 の 問 題 に つ し て 『 朝 鮮 学 報 』 朝 鮮 学 会
4 8
1 9 6 8 . 7  4 1 - 6 2
古 義 堂 学 派 に お け る 朝 鮮 研 究 ^ ひ 占 つ の 索 描 ^ 『 朝 鮮 学 報 』 朝 鮮 学 会
四  1 9 6 8 . 1 0  2 3 1 - 2 4 0
日 本 語 社 会 に お け る 朝 鮮 学 へ の 構 想 に 関 す る ・ 一 試 論 『 天 理 大 学 学 報 』  6 1
趙 芝 薫 「 韓 国 の 喫  1 」 ( 翻 訳 ) 『 親 手 昭
1 9 7 1 9 7 0 . 4
3 4 - "
趙 芝 薫 「 韓 国 の 田 Ⅱ 」 ( 翻 訳 ) 『 親 和 』
2 9 - 3 61 9 8 1 9 7 0 . 5
趙 芝 薫 「 韓 国 の 田 Ⅲ 」 ( 棚 訳 ) 『 親 千 町
1 9 9
1 9 7 0 . 6  2 1 - 3 3
朝 鮮 研 究 の 基 礎 に あ る 、 の 『 朝 鮮 史 研 究 会 論 文 集 』  8
1 9 7 1 . 31 6 5 - 1 7 フ
郷 歌 に つ し て の 研 究 ま た は 従 来 の 解 読 に 対 す る 私 見 と 解 読 法 方 へ の 希 望 的 展 望 に 関 す る
小 報 告 『 朝 鮮 研 究 年 報 』  1 3
1 9 7 1 . 3
ラ リ ー 語 の 音 韻 に つ し て 『 言 語 学 論 叢 』 東 京 教 育 大 学 言 語 学 研 究 会  H
1 0 3 - 1 0 6
1 9 7 1 . ]
李 基 文 「 高 句 麗 の 言 語 と そ の 特 徴 」 , 金 完 鎭 「 高 句 麗 語 に お け る t 口 蓋 音 化 現 象 に っ い
て 」 ( 翻 訳 ) 『 韓 』
] 9 7 2 . 1 0  1 - 1 0
朴 炳 采 『 韓 国 漢 字 音 母 胎 論 攷 』 ( 抄 訳 註 ) 『 朝 鮮 研 究 年 報 』 巧
1 9 7 3 . 61 - 1 0
日 本 語 の 語 「 あ う 』 の 意 味 論 『 東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 東 北 大 学 日 本
文 化 研 究 施 設 Ⅱ
1 9 7 5 . 3  2 5 - 3 7
割 訳 の 棚 訳 『 文 化 』 東 北 大 学 文 学 会
3 8 . 3 - 41 9 7 5 . 31 - 1 5
史 的 名 辞 「 吏 読 』 の 概 念 と そ の 意 識 に つ V て 『 朝 鮮 学 報 』 朝 鮮 学 会  7 8
] 9 7 6 . 1 2 2 - 4 4
1 9 6 7 . 5
朝 鮮 懸 吐 文 に お け る 漢 字 で あ ら わ さ れ た 文 法 語 に つ し て 『 言 語 学 論 叢 』 東 京 教 育
大 学 言 語 学 研 究 会  1 5
1 9 7 6 . 3  3 3 - 4 3
朝 鮮 に お け る 固 有 の 神 観 念 の 考 察 に 関 し て
『 東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』
東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 施 設  1 2
5 7 - 6 41 9 7 6 . 3
朝 鮮 文 字 『 世 界 史 の 基 礎 知 識 』 有 斐 閣
1 9 7 フ . 5


















176-183訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一 1『季刊三千里』 34 1983・5
訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一 2 『季刊三千里』35 1983.8 226-235
訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一 3 『季刊三千里』 36 19那、Ⅱ 131-139
H4-121訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一 4 『季刊三千里』 37 ]984・2
224-233訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一 5 『季刊三千里』 39 1984・8
訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一 6 『季刊三千里』 40 1984.Ⅱ 128-137
1-17ハソグルの視点『朝鮮学報』朝鮮学会 1985.1114
訓民正音の世界一私の朝鮮文化論一フ『季刊三千里』 41 1985・2












4ハ ソ グ ル 初 歩 の 初 歩 『 月 刊 言 語 』 人 修 館 書 店
1 5 , 1 1
文 字 総 説 『 漢 字 講 座 』 明 治 ど 院
1  1 9 8 8 . 5  1 - 2 0
漢 字 文 化 圏 の 展 開 『 漢 字 講 座 』 明 治 吉 院  1
1 9 8 8 . 3
川 号 き 田 矧 翊 斗 叩 ヨ 乱 叫 一 ・ 一 昌 司 旦 号 叩 目 1 司 国 一 一 備
7  1 9 9 0  3 2 6 - 3 3 5
韓 国 語 ソ ウ ル 方 言 の 世 代 差 に っ し て  0 5  『 学 術 月 報 』
2 0 - 2 6
朝 鮮 中 世 の 民 衆 文 化
『 中 世 史 講 座 』  9 学 生 社
ハ ン グ ル の 世 界  1 ハ ソ グ ノ し ι 土 ア ノ レ ブ
" 具 、 、
7
ソ
1 6 , 8  1 9 9 4 . 8
ハ ソ グ ル の 世 界  2  漢 字 の 原 理
1 6 , 9  1 9 9 4 . 9
ハ ソ グ ル の 世 界  3  朝 鮮 字 音 の 表 記 か ら
1 6 , 1 0  ] 9 9 4 . 1 0
ハ ソ ク ル の 世 界  4  中 国 語 音 の 表 記
1 6 , 1 1  1 9 9 4 . 1 1
ハ ソ グ ル の 世 界  5  龍 飛 御 天 歌
1 6 , 1 2  1 9 9 4 . 1 2
ハ ソ ク ン レ の 世 界  6  イ ム 教 文 化 の 流 れ
1 7 , 1  1 9 9 5 . 1
『 韓 国 文 化 』
1 9 8 6 . 1 14 8 - 5 2
Ⅱ 7 - 1 3 4
『 二 埀 言 語 学 会 誌 』
韓 国 文 化 院
『 韓 国 文 化 』
韓 国 文 化 院
4 4 , 4
韓 国 支 化 院
1 9 9 1 . 4
『 韓 国 文 化 』
1 9 9 1 . 4
1 4 8  - 1 6 ]
韓 国 文 化 院
『 韓 国 文 化 』
『 韓 国 文 化 』
韓 国 文 化 院
『 韓 国 文 化 』
韓 国 文 化 院
